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本
邦
製
練
工
業
が
一
摘
の
企
業
た
る
に
至
り
し
は
、
縞
織
工
業
が
特
種
産
業
た
る
に
至
り
し
徳
川
氏
中
世
以
降
の

事
に
属
す
れ
を
も
、
之
が
顕
著
な
る
接
、
建
を
な
せ
る
は
明
治
雄
新
以
後
の
事
な
り
f

」
す
。

而
し
て
最
、
近
に
於
て
は
製
続
工
業
の
企
業
観
念
盆
明
確
ご
な
る
に
宇
一
ら
し
の
み
な
ら
歩
、
此
観
念
の
強
弱
が
斯
業

経
替
の
根
本
に
影
響
を
及
ぼ
す
所
頗
る
大
な
る
も
の
み
る
に
至
れ
り
、
之
れ
ら
一
〈
説
、
返
に
於
て
製
総
工
業
が
純
工
業

化
せ
る
事
情
に
依
れ
る
も
の
な
り
さ
す
。

A
1
製
綜
工
業
企
業
形
態
論
な
る
題
目
の
下
に
、
製
繰
工
業
に
関
す
る
企
業
組
織
の
現
牒
及
び
賭
来
に
就
て
論
謹
す

る
所
ゐ
る
可
し
。

製
線
工
業
経
替
の
費
務
は
、
先
づ
主
要
原
料
た
る
生
繭
を
購
入
し
、
殺
踊
乾
繭
し
て
繰
繰
を
行
び
、
新
く
し
℃
待

た
る
生
綜
を
再
繰
し
て
荷
造
り
を
行
び
、
販
士
買
す
る
も
の
に
し

τ、
事
菜
の
性
質
上
、
之
を
二
大
別
し
℃
購
繭
ご
繰

綜
及
び
再
繰
さ
販
貢
さ
な
す
事
を
得
可
し
。

而
し
て
製
絡
事
業
の
前
竿
た
る
購
繭
な
る
事
業
は
、
製
総
工
業
上
頗
る
重
要
な
る
も
の
に
し
℃
、
其
適
否
が
直
に
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A 

新
業
経
替
の
良
否
に
関
す
る
如
く
、
至
大
な
る
影
響
乞
有
す
る
も
の
あ
り
。
而
し
℃
如
期
き
は
産
繭
品
質
の
良
否
が
、

製
総
仁
及
ぼ
す
蕗
頗
る
大
な
る
に
拘
ら
京
、
其
債
値
判
定
の
困
難
な
る
事
‘
産
繭
は
生
繭
出
廻
時
期
な
る
一
定
時
期

に
於
J
L

購
入
せ
止
る
可
ら
診
る
も
の
な
る
事
、
及
び
主
要
原
料
た
る
繭
債
の
生
総
生
産
原
慣
に
封
す
る
割
合
、
極
出
り

主
民
同
牽
を
占
む
る
事
、
等
に
依
れ
る
も
の
に
し
℃
、
買
に
購
繭
な
る
事
業
は
製
総
企
業
者
が
等
し
く
、
鷹
眼
兎
耳
商

才
を
稜
揮
し
て
事
に
蛍
ら
ん
ご
す
る
慮
の
も
の
た
る
は
、
綾
上
の
如
き
事
情
に
依
れ
る
も
の
な
り
。

次
に
繰
続
工
程
を
観
る
に
、
之
れ
自
ら
製
線
経
替
の
中
ゆ
を
な
せ
る
最
重
要
な
る
も
の
に
し

τ、
殊
に
最
近
に
於

け
る
技
術
の
費
達
、
工
場
管
理
の
科
率
化
等
に
依
る
影
響
、
頗
る
大
な
る
も
の
ゐ
る
に
歪
れ
る
が
故
に
、
専
念
管
埋

経
替
せ
設
る
可
ら
ま
る
所
の
も
の
た
る
に
至
れ
b
J
O

然
る
に
製
線
終
盤
百
上
の
後
竿
の
事
業
た
る
再
繰
さ
荷
造
ご
は
、
殆
ん
を
器
械
的
の
も
の
た
る
ご
共
に
、
生
総
の
販

寅
に
至
り
で
は
、
返
時
成
行
責
哉
さ
を
行
ふ
を
普
通
ご
な
せ
る
が
故
に
、
之
れ
亦
比
較
的
容
易
さ
な
る
に
至
れ
ら
。
加

之
に
製
線
経
替
後
竿
の
事
業
た
る
再
繰
販
貞
に
相
到
し
〈
は
、
一
つ
は
海
外
に
於
け
る
生
紙
の
霞
要
が
比
較
的
荷
口
の

大
に
し

τ、
品
質
の
整
一
に
あ
る
さ
共
仁
、
他
方
に
於
℃
は
製
紙
金
融
上
連
帯
保
謹
に
依
る
を
便
ざ
す
る
が
如
言
、

各
種
の
事
情
の
ゐ
る
あ
り
、
如
期
主
情
況
は
設
に
製
線
経
盤
上
英
の
後
竿
の
事
業
に
於
℃
、
共
同
再
繰
共
同
販
責
な

る
組
織
を
以
℃
‘
之
が
聯
合
を
行
は
ん
ご
す
る
も
の
あ
る
に
雫
れ
る
所
以
な
り
ざ
す
。

製
綿
工
業
企
業
形
態
を
論
守
る
に
蛍
b
.
先
づ
如
新
込
」
」
製
総
経
皆
上
の
区
分
に
就
℃
知
る
事
を
要
す
る
も
の
に
し

τ、
等
し
く
個
人
企
業
さ
稿
す
る
も
購
繭
繰
続
よ
り
再
繰
販
寅
仁
至
る
迄
、
個
人
企
業
を
以
て
終
聾
す
る
も
の
あ

与
、
戒
は
再
繰
さ
販
責
さ
は
共
同
企
業
に
侯
つ
も
の
ゐ
り
、
叉
共
同
企
業
ざ
し
℃
製
総
業
を
経
勝
目
す
る
も
の
に
あ
り



て
も
‘
購
繭
よ
り
生
総
販
責
迄
を
同
種
の
共
同
企
業
を
以
℃
行
よ
も
の
あ
り
、
購
繭
さ
繰
綜
さ
を
申
合
組
合
に
依
っ

て
行
弘
、
再
繰
ざ
既
買
さ
を
産
業
組
合
に
依
る
も
の
あ
り

ι
英
関
頗
る
複
雑
せ
る
も
の
あ
り
。

然
れ
合
も
著
者
は
鼓
に
便
宜
の
潟
め
、
購
繭
繰
蘇
な
る
制
翼
線
業
経
俸
の
工
業
的
方
面
を
中
心
ざ
し

τ、
其
企
業
形

態
に
就
て
論
究
す
る
事
ご
な
し
、
先
づ
製
総
工
業
企
業
形
態
の
現
朕
及
び
務
還
を
述
べ
、
製
紙
工
業
に
罰
す
る
各
企

業
形
態
の
特
性
を
究
め
、
進
み
℃
産
業
組
合
製
紙
の
特
徴
仁
及
ん
か
可
し
。

製
総
工
業
企
業
形
態
の
現
紋
及
び
愛
遷

本
邦
器
械
製
総
工
業
仁
折
、
け
る
企
業
形
態
別
工
場
数
、
及
び
繰
線
釜
裁
を
観
る
に
最
近
(
大
正
十
年
)
に
於
て
次
表

に
示
せ
る
が
如
き
本
の
ゐ
b
c

企
業
形
態
別

個
人
舎
枇

AH名

内
謬
)
令
資

』
株
式

一
株
式

，
合
資

共
他
品
世
間『
匿
名
組
合

内
鐸
ム
任
意
組
令

-
柴又
財
国
法
人
)
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農

業

組

令

四

一

入

一

三

一

一

、

五

一

五

一

一

・

四

合

計

二

、

六

九

三

二

九

三

、

一

二

四

一

0
0・0

事
一
一
服
岡
勝
山
門
郡
城
内
村
財
閥
法
人
榔
河
授
産
所
之
に
し
て
、
之
に
あ
り
て
は
替
利
ル
d
的
主
ぜ
ま
る
も
の
に
し
て
、
企
業
形
態
に
非

ざ
れ
ご
も
仮
に
編
入

L
て
計
算
寸
。
(
第
九
・
次
金
図
製
総
工
場
調
査
表
よ
り
〉

前
表
に
よ
り
℃
観
る
に
、
締
結
帥
釜
数
に
於
℃
共
同
企
業
は
過
宇
に
静
岡
る
も
の
に
し
℃
、
就
中
曾
一
祉
企
業
最
も
多
く

(
四
一
@
O
M
V
産
業
組
合
(
一
工
四

μ)、
某
他
共
同
企
業
(
五
@
九
併
)
、
順
失
之
に
次
げ
り
。

失
に
之
を
各
府
綴
別
に
観
る
時
は
、
次
表
示
せ
る
が
如
き
も
の
わ
ら
。
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十
年
器
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工
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第
三
十
八
巻

(
六
六
四
}

研

究

製
総
工
業
企
業
形
態
論
〈
共
こ

第
四
務

七
回

前
掲
四
回
表
に
於
て
示
せ
る
法
大
正
十
年
度
に
於
て
、
器
械
生
総
の
産
額
十
高
賞
以
上
な
り
し
十
三
庶
燃
に
就
℃
、

共
袈
繰
企
業
形
態
を
観
た
る
も
の
に
し
て
、
錨
人
企
業
は
長
野
腕
に
於
て
、
曾
一
位
企
業
は
愛
知
、
岐
阜
、
山
梨
‘
埼

玉
、
編
島
、
兵
庫
、
京
都
の
各
府
綴
に
於
て
、
産
業
組
合
は
群
馬
首
長
野
、
埼
玉
の
諸
膝
に
於
イ
1

武
一
他
共
同
企
業

は
長
野
、
群
馬
、
嬬
島
、
由
形
の
諸
膝
に
於
て
、
比
較
的
脅
遼
せ
る
も
の
あ
る
を
踊
る
可
し
。

概
論
す
る
に
個
人
及
び
其
他
共
同
企
業
の
形
態
に
依
れ
る
製
紙
業
は
‘
比
較
的
古
く
よ
り
製
品
綿
業
の
畿
達
ゐ
り
し

地
方
に
多
く
、
舎
一
耽
企
業
に
依
れ
る
も
の
は
之
に
反
せ
る
が
如
し
、

向
如
新
主
制
加
、
総
企
業
形
態
一
炉
実
現
肢
を
壊
せ
る
に
雫
れ
る
は
如
何
な
る
務
還
を
経
た
る
も
の
衣
ち
ゃ
、
之
れ
進
ん

で
討
究
せ
ケ
る
可
ら
ま
る
慮
な
り
さ
す
。

次
表
示
せ
る
は
製
総
工
業
企
業
形
態
の
麓
護
を
頼
せ
る
も
の
に
し
て
、
之
を
以
℃
本
邦
製
紙
工
業
企
業
形
態
が
如

何
な
る
方
面
に
進
展
せ
る
も
の
な
り
や
、
主
(
開
の
消
息
を
明
に
し
得
可
き
な
り
c
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台
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一
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一
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形
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英
一
)
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前
掲
せ
る
国
表
を
以
℃
示
せ
る
が
如
〈
通
製
縁
工
場
数
よ
り
一
民
ム
時
は
、
個
人
企
業
に
於
℃
は
大
正
四
年
に
至
る

迄
漸
減
の
勢
を
顕
せ
し
も
、
最
近
に
於
℃
稿
増
加
せ
る
を
観
る
。
然
れ
J
W

」
も
其
勢
共
同
企
業
の
激
増
に
比
す
可
〈
も

非
歩
、
而
し
て
共
同
企
業
に
於
け
る
如
期
き
増
加
は
、
曾
枇
企
業
殊
に
株
式
曾
一
祉
企
業
の
後
達
に
負
へ
る
も
の
に
し

て
‘
産
業
組
合
に
わ
り
七
は
最
近
に
至
う
て
和
遮
減
の
勢
を
示
し
、
其
他
共
同
企
業
ご
し
J
L

通
計
せ
る
匿
名
組
合
、

任
意
組
合
に
至
bJ
℃
は
、
其
減
退
更
に
甚
し
き
も
の
あ
り
。

次
に
之
を
繰
紙
袋
数
じ
観
る
に
、
個
人
企
業
に
み
り
壬
は
工
場
教
の
現
妹
維
持
に
抵
当
有
様
を
示
せ
る
に
不
拘
、

釜
教
に
於
て
は
増
加
せ
る
が
故
に
、
基
礎
薄
弱
な
る
小
製
縁
家
が
倒
産
し
℃
比
較
的
輩
聞
な
る
も
の
が
時
間
存
せ
る
結

果
、
如
新
き
山
肌
態
を
顕
せ
る
も
の
な
り
さ
解
す
る
事
を
待
可
し
。

曾
赴
企
業
就
中
株
式
合
祉
企
業
に
於
℃
繰
綜
釜
教
の
激
増
せ
る
は
、
之
れ
全
〈
近
世
経
済
の
特
徴
を
表
は
せ
る
も

の
に
し
℃
、
以
て
製
総
工
業
界
噺
く
資
本
制
経
替
の
加
は
れ
る
を
競
る
可

3
衣
り
。

産
業
組
合
製
続
企
業
は
明
治
品
川
三
年
産
業
組
合
法
の
費
布
の
後
、
宮
城
騒
翠
米
郡
浅
水
村
浅
水
信
用
組
合
の
製
総

経
替
を
な
せ
る
を
晴
矢
芯
な
し
、
之
れ
に
よ
る
も
の
煩
次
に
多
く
、
明
治
四
十
一
一
一
年
群
馬
脇
碓
氷
一
祉
を
始
ご
し
、
甘

築
、
下
仁
田
南
枇
之
に
加
入
せ
る
が
鏡
、
議
増
を
来
せ
る
も
の
な
り
ご
す
.
然
れ
J
W

」
も
最
近
仁
於
け
る
産
業
組
合
製

総
経
替
の
不
振
は
、
新
組
織
に
よ
る
も
の
の
減
少
を
燕
し
、
前
表
示
せ
る
が
如
主
放
態
を
顕
す
に
宝
れ
る
な
ら
。

次
に
其
他
共
同
企
業
芯
し
℃
の
製
総
業
を
観
る
に
、
最
近
じ
歪
り
℃
著
し
く
凋
落
せ
り
、
而
し
て
如
新
き
は
税
返

製
総
業
界
に
於
℃
も
、
曾
祉
企
業
勃
興
せ
る
が
鶏
め
、
芸
組
織
を
援
ヒ
℃
此
形
態
を
採
れ
る
も
の
多
き
に
至
れ
る
が

錦
な
る
べ
し
。

第
三
十
八
巻

〈
六
六
七
)

研

究

製
線
工
業
企
業
形
態
論
(
共
一
)

第
四
時
馳

七
七



第一一エ・・
λ
巻

ハ
六
六
八
〉

研

究

製
鶴
工
業
企
業
形
態
論
(
英
一
)

第
四
時
抽

七
j¥ 

一一
製
総
工
業
に
封
す
る
各
種
企
業
形
態
の
特
性

著
者
は
第
一
節
に
於

τ本
邦
製
稀
工
業
企
業
形
態
に
就
き
℃
、
唆
遠
の
経
過
及
び
其
現
般
に
関
し
略
越
せ
り
、
今

鼓
じ
節
を
改
め
て
各
企
業
形
態
の
製
総
工
業
に
劃
す
る
特
性
を
討
究
し
.
併
せ
て
企
業
補
助
形
態
さ
し

τの
産
業
組

合
製
締
の
特
徴
を
知
る
に
使
に
す
可
し
。
蒸
し
製
縮
工
業
に
於
け
ろ
個
人
企
業
の
利
は
、
比
較
的
自
由
な
る
経
替
を

な
し
得
る
さ
共
に
、
臨
機
踏
襲
の
蕗
置
を
採
り
得
可
く
、
利
潤
の
刺
戟
を
受
く
る
事
亦
最
も
敏
な
る
貼
に
存
す
る
も

の
に
し

τ、
一
言
に
し
℃
之
を
一
宮
へ
ば
ア

1
テ

1
・
ヤ
ン
グ
の
「
私
有
な
る
魔
手
は
砂
土
を
議
ヒ
℃
黄
金
た
ら
し
む
し

ご
の
一
句
は
、
此
企
業
形
態
に
於
て
最
も
適
用
せ
ら
る
可
き
な
り
。

前
越
せ
る
が
如
く
製
総
経
営
上
最
も
重
大
な
る
関
係
主
有
す
る
購
繭
の
如
主
に
於
℃
、
或
は
工
場
の
管
理
、
経
替
、

製
品
の
販
貢
等
に
於
て
冶
個
人
企
業
製
綜
は
共
同
擁
壁
の
企
闘
し
得
可
ら
止
る
利
を
有
す
る
も
の
な
b

例
へ
は
之

を
購
繭
に
観
る
も
個
人
企
業
に
あ
り
で
は
多
〈
は
経
楼
主
脳
者
一
炉
自
ら
之
に
嘗
る
も
の
に
し
1
、
多
数
の
比
較
的
責

任
観
念
の
薄
主
購
繭
員
に
よ
り
℃
、
曾
一
枇
所
要
の
原
料
繭
の
購
入
を
な
3
し
む
る
も
の
に
比
す
る
時
は
、
其
成
蹟
に

於
℃
異
あ
る
は
寧
ろ
嘗
然
な
る
事
な
る
べ
し
、
而
し
℃
如
新
き
は
業
他
の
工
場
経
替
、
製
品
販
寅
仁
於
て
も
、
有
利

な
る
僚
件
な
る
可
き
は
以
て
論
守
る
の
要
な
き
所
な
り
。

如
斯
〈
個
人
企
業
製
紙
は
経
皆
上
多
く
の
利
駐
を
有
す
れ
を
も
、
生
繰
貿
易
の
準
展
に
件
ぴ
荷
嵩
の
増
大
が
、
生

総
販
責
保
件
の
一
ざ
し
て
最
重
要
な
る
事
項
さ
な
る
や
、
一
方
工
場
規
模
鑑
張
の
勢
促
進
せ
ら
あ
る
芯
共
に
、
他
方

仁
於
吃
は
共
同
揚
遮
共
闘
販
寅
な
る
新
形
式
の
議
連
を
観
る
に
至
れ

b
G



宵
製
縁
金
融
機
関
の
一
ざ
し
℃
の
横
援
生
総
責
込
問
屋
の
前
貸
制
度
も
、
亦
製
繰
工
業
経
器
及
び
企
業
形
態
に
影

響
ぞ
及
ぼ
せ
る
も
の
あ
り
、
彼
の
前
貸
金
が
繰
繰
釜
教
を
基
準
ざ
し
℃
融
通
せ
ら
る
る
も
の
多
か
ら
し
は
‘
之
れ
亦

工
場
規
模
の
護
張
の
勢
を
刺
戟
せ
る
ご
共
仁
或
者
に
劃
し
℃
は
蓮
帯
責
任
に
依
る
の
貸
借
を
要
求
す
る
に
歪
り
し
が

故
に
、
設
に
近
親
閥
族
の
も
の
、
或
は
同
業
知
己
栂
聯
合
し
て
、
或
は
申
合
組
合
、
匿
名
組
合
等
を
組
織
す
る
に
至

ら
し
め
或
は
合
名
曾
一
駐
等
の
曾
一
駐
企
業
に
依
る
も
の
あ
る
に
歪
ら
し
め
た
り
。

諏
訪
製
総
業
に
於
け
る
「
偶
々
組
」
ご
穣
す
る
は
、
多
く
は
匿
名
組
合
の
組
織
に
依
れ
る
も
の
に
し
℃
、
同
姓
同

族
相
糾
合
し

τ
一
鰹
瞥
者
の
統
率
の
下
に
事
新
業
の
経
他
慌
を
行
へ
る
も
の
な
り
。

抑
製
緑
工
業
の
経
替
は
、
比
較
的
危
険
乞
件
う
も
の
に
し
℃
、
而
も
国
定
資
本
も
相
官
多
額
を
要
す
る
も
の
な
る

が
故
に
、
此
等
の
貼
よ
り
す
る
も
株
式
曾
一
枇
忍
る
企
業
形
態
を
最
弘
埴
嘗
ご
な
す
可
き
も
、
本
邦
現
下
の
製
綜
株
式

曾
赴
多
〈
は
鍾
態
株
式
曾
枇
芝
翫
る
可

3
も
の
じ
し
て
、
純
梓
な
る
資
本
制
経
替
を
一
行
へ
る
も
の
少
し
。

例
へ
ば
芹
倉
製
緑
紡
織
株
式
曾
祉
の
如
告
、
五
千
高
以
上
の
大
資
本
を
擁
す
る
大
株
式
曾
枇
な
れ
を
も
、
株
式
の

大
部
分
は
同
族
の
手
に
牧
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
英
貿
肢
は
み
ム
く
匿
名
組
合
よ
ら
一
一
時
し
た
る
株
式
曾
枇
と
し

て
、
日
す
ろ
事
を
得
可
き
も
の
な
り
。
(
詮
ご

ハ
註
ご

資
本
金
五
千
蔦
国
首
高
株
中
、
七
十
蔦
稔
は
片
倉
系
及
び
単
品
起
人
賛
成
人
に
割
世
田
て
、
一
二
十
蔦
株
会
噌
額
面
超
過
金
参
拾
図
以
上
々
以
て
公

募
す
。

備
近
時
各
地
方
に
於
℃
離
に
設
立
せ
ら
る
る
地
方
是
製
綿
曾
赴
註
ニ
)

商
業
の
協
調
を
目
的
さ
し
て
、
株
式
合
一
祉
を
以
℃
経
替
を
行
、
ム
も
の
あ
り
。
。
か
‘
地
方
養
議
家
の
出
資
を
得
養
護
製
鯨

第
三
十
八
傘

ハ
六
大
丸
)

研

究

製
総
工
業
企
業
形
態
論
れ
実
ご

第
四
務

七
九



第
三
十
八
巻

ハ
六
七

Oゾ

研f

究

製
悦
械
工
業
企
業
形
態
論
〈
共
一

υ

第
四
務

A 
O 

〈
註
ニ
〉

拙
者
『
議
総
業
経
瀦
議
議
』
一
一
一
八
七
頁

然
れ
を
も
之
れ
亦
盤
態
株
式
曾
一
祉
の
一

歩。

つ
に
し
亡
、
産
業
組
合
的
潤
色
ど
有
す
る
も
の
な
り
ご
一
広
は
ま
る
可
ら

今
会
園
製
総
工
場
調
査
表
に
よ
り
‘
合
名
合
資
株
式
株
式
合
資
の
各
曾
枇
企
業
に
於
け
る
製
線
工
場
数
並
に
釜

数
、
及
び
大
正
十
年
に
於
け
る
各
種
製
総
曾
祉
の
経
営
最
大
、
最
小
、
一
曾
枇
平
均
繰
締
釜
教
を
示
す
時
は
、
次
国

表
の
如
き
も
の
あ
り
.
之
等
を
以
J
L
観
る
も
製
紙
企
業
さ
し
て
株
式
曾
赴
の
接
展
最
も
顕
著
な
る
現
放
を
知
る
可
き

な
り
。次
に
製
締
工
業
界
に
於
け
る
企
業
合
成
の
傾
向
に
就
て
路
建
せ
ま
る
可
ち
示
。
企
業
の
合
成
さ
し
℃
は
片
窟
組
が

大
正
九
年
業
組
織
を
鍾
更
し
℃
、
片
倉
製
総
紡
織
株
式
曾
枇
さ
な
る
に
際
し
、
式
井
製
総
場
(
長
野
牒
上
伊
那
郡
伊

那
富
村
、
釜
数
八
二
四
)
田
中
製
締
場
(
長
野
勝
上
高
井
郡
須
坂
町
)
等
さ
併
合
せ
る
が
如
主
、
一
見
に
同
枇
が
大
正

十
二
年
に
於
て
尾
津
組
株
式
曾
祉
(
資
本
令
五
百
五
十
高
一
時
四
分
の
一
梯
込
釜
数
ニ
入
三
一
)
等
芯
合
併
せ
る
が
如

き
は
、
全
く
企
業
の
融
合
な
り
さ
解
す
る
事
を
得
可
し
。
筒
如
期

3
は
一
臓
島
牒
伊
達
郡
長
岡
村
正
準
生
総
株
式
曾
肱

が
、
同
職
二
本
松
町
双
梧
館
製
紙
場
さ
合
併
し

τ‘
一
騎
島
腐
是
製
紙
株
式
曾
一
吐
を
創
立
せ
ん
ご
す
る
運
動
を
起
せ
る

が
如
き
に
於

τ、
之
を
認
む
る
事
を
得
可
く
、
説
近
如
掛
さ
傾
向
製
総
業
界
に
於
て
も
漸
く
加
は
ら
ん
ご
す
る
も
の

め
り
。製
総
業
界
に
於
け
る
企
業
の
合
一
さ
日
す
可
主
は
、
近
時
製
続
企
業
者
が
中
心
ご
な
り
て
所
謂
経
俸
の
合
成
(
国
平

同一
0
5
4
2
0一
三
宮
晃
)
ざ
し
て
、
議
種
部
を
設
け
優
良
費
種
を
製
出
し
て
養
輩
家
に
配
布
し
、
養
護
組
合
を
奨
踊
し
て
之



が
飼
育
を
震
活
し
ゅ
、
之
に
劃
し
て
養
護
殺
師
を
探
遣
し
℃
指
導
す
る
が
如
き
、
或
は
桑
園
の
改
良
を
妻
せ
し
ゅ
、

原
料
繭
改
良
の
買
さ
其
責
買
取
引
の
容
易
ご
を
策
す
る
が
如
主
、
或
は
副
産
物
精
製
工
業
ご
し

τ、
晒
練
工
業
、
踊

油
工
業
、
石
鹸
工
業
、
更
に
進
み

τは
絹
締
結
績
工
業
を
経
緯
す
る
が
如
き
、
更
に
或
は
繭
緑
曾
一
祉
、
倉
庫
、
銀
行

容
に
於
て
企
業
上
の
聯
絡
を
国
れ
る
が
如

3
は
企
業
形
態
上
よ
り
之
を
観
る
時
は
時
間
に
之
な
り
ご
な
す
可
き
な
り
。

次
に
企
業
合
成
ざ
し
℃
事
ャ
可

3
利
A

位
協
同
f
」
令
〈
同
種
な
る
出
願
は
‘
未
だ
本
邦
製
総
工
業
界
に
於
℃
は
之
を

規
立
れ
jw」
も
、
大
正
十
二
年
片
倉
製
総
紡
織
株
式
曾
祉
が
長
崎
製
稀
株
式
合
一
枇
(
同
騒
諌
早
島
原
に
工
場
わ
り
)
の

株
式
の
大
部
分
を
得
、
之
が
経
替
を
な
せ
る
が
如
君
、
或
は
同
一
位
が
鹿
児
島
膝
薩
摩
製
締
株
式
舎
一
枇
(
資
本
金
五
百

高
国
竿
額
梯
込
)
の
委
任
経
替
を
な
せ
る
が
如
き
は
、
此
利
盆
協
同
ご
類
す
る
も
の
な
り
ご
解
す
可
き
な
り
。

ぬ
阿
製
続
企
業
者
が
産
繭
を
購
入
す
る
に
営
り
、
養
護
家
が
組
織
せ
る
養
護
組
合
さ
特
積
の
契
約
の
下
に
正
量
取
引

を
行
ふ
が
如
主
、
或
は
保
詮
責
買
を
行
ム
が
如

3
も
、
相
之
に
類
す
る
も
の
な
ら
ご
解
す
る
事
を
得
可
き
が
。
(
誌
さ

(
註
一
ニ
)
拙
著
『
費
総
業
経
済
議
話
』
三
六
一

i
三
七
六
頁

本
邦
製
紙
工
業
界
に
は
未
だ
企
業
の
合
同
は
全
く
之
を
観
立
れ
を
も
、
〈
詮
四
)
企
業
の
聯
合
さ
し
℃
は
紙
債
の
低
落

に
際
し
‘
時
々
某
維
持
を
目
的
ご
し
℃
生
産
の
制
限
を
費
行
す
る
が
如

3
、
或
は
最
低
債
格
を
協
定
す
る
が
如
き
、

不
責
同
盟
を
組
織
す
る
が
如
き
は
、
全
く
之
れ
な
り
ざ
す
。

(
話
回
)

大
正
十
三
年
四
月
震
災
に
よ
る
焼
失
生
総
善
後
策
攻
究
た
動
機
、
ど

L
、
生
総
貿
易
の
改
造
た
目
的
K

L
て
、
志
村
源
太
郎
兵
企
ハ
柴
A
W

日
枇
案

た
提
げ
て
計
重
ず
る
彪
め
り
。
不
幸
亡
L
て
共
の
質
調
世
俗
見
る
に
盃
ら
ざ
り
し
&
雄
も
、
其
の
目
的
主
す
る
所
、
将
円
ト
生
総
貿
易
一
ょ
の
企

業
の
合
同
円
い
わ
川
v
k
云
ふ
可
〈
、
輩
総
業
界
に
於
'
げ
る
新
企
業
形
態
の
尚
況
に
し
て
、
斯
業
界
-
い
及
ぽ
す
英
の
彫
響
、
頗
る
大
な
ゐ
も
の

あ
る
可
γ
り
yu
なり。

第
三
十
八
巻

企
ハ
七
一
)

研

究

製
総
工
業
企
業
形
態
論
れ
英
一
〉

第
四
貌

A 



第
三
十
八
巻

〈
六
七
二
)

研

究

製
総
工
業
企
業
形
態
論
〈
英
一
)

第
四
務

j¥ 

以
上
各
種
企
業
形
態
の
製
綜
工
業
に
封
す
る
聞
係
を
略
越
せ
り
。

本
邦
製
紙
企
業
界
に
於
て
も
、
如
新
〈
共
同
企
業
漸
〈
多
き
を
加
へ
来
る
や
、
大
企
業
家
の
費
生
を
親
る
ご
共
に

盆
b
其
繭
係
複
雑
に
向
へ
る
も
の
ゐ
り
。
此
間
に
際
し
企
業
助
成
形
態
た
る
産
業
組
合
製
綿
の
特
性
、
果
し
て
如
何

な
る
も
の
わ
り
や
.
之
れ
央
節
に
於
℃
詳
説
せ
ん
ご
す
る
所
な
り
。
(
未
完
)


